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交通安全ＮＥＷＳ ………………… １４P
アルビレックス新潟情報 ………… １８P
JAPANサッカーカレッジ ………… １９P
みんなの広場 ……………………… ２０P

平成22年10月末現在の

人口の動き

December  No.413December  No.413121212

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑緑    　

丸

　

丸

広報せいろう広報せいろう
20102010

●人口 14,098人（前月比＋33人） 男 7,048人（＋16人）
　 ●世帯数 4,150世帯（前月比＋15世帯）
　　　 　　　　（前年比－16人） 女 7,050人（＋17人）

　山倉小学校では１０月２４日（日）に、ＰＴＡの主催
で約１４，０００個のペットボトルキャップを使った巨
大な壁画が作られました。
　子どもの笑顔や自然がちりばめられた壁画に付けられ
たタイトルは「エコとラブ」。
　１１月２８日（日）まで町民会館に展示され、解体後
のキャップは町社会福祉協議会に寄付されます。

親子一緒にキャップアート
山ＧＯＯランド開催
親子一緒にキャップアート
山ＧＯＯランド開催



広報聖籠 H22.12　2日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ3　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

◆
善
行
者

　

○
町
に
対
し
、
多
額
の
金
品
を
寄
附
し
た
者

　
　

富　

田　

哲　

夫
（
新
発
田
市
）

　

日
本
海
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
株
式
会
社

　　

佐
藤
食
品
工
業
株
式
会
社

　　

佐
藤
食
品
工
業
株
式
会
社

　
　

端  

数  

ク  

ラ  

ブ

※
佐
藤
食
品
工
業
株
式
会
社
の
社
員
の
方
々
か
ら
、
給
料

の
端
数
を
積
み
立
て
し
た
金
額
を
「
端
数
ク
ラ
ブ
」
の

名
で
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

○
一
般
町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

　
　

行
為
を
し
た
者

　
　

佐　

藤　

四　

郎
（
道
賀
新
田
）

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て

　

表
彰
さ
れ
る
方

　
　

冨　

樫　

昭　

平
（
真　

野
）

　
　

長　

山　
　
　

好
（
桃　

山
）

　
　

宮　

澤　

豊　

次
（
網
代
浜
）

　
　

平　

野　
　
　

茂
（
次
第
浜
）

集落内の道路植栽帯花壇を手入れし、町の環境美化に集落内の道路植栽帯花壇を手入れし、町の環境美化に
貢献したことで表彰された佐藤様（道賀新田）貢献したことで表彰された佐藤様（道賀新田）

町民茶会（煎茶愛好会）囲碁大会町食生活改善推進委員に
よる食育パフォーマンス

せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
’10

せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
’10

　

十
一
月
二
日
、
三
日
に
せ
い
ろ
う
秋
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
と
言
う
に
は
冷
え
込
み
の
き
つ
い
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
文
化
祭
、

芸
能
歌
謡
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
は
大
勢
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化

の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

　

○
聖
籠
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

　
　

宮　

下　

由
美
子
（
次
第
浜
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全

　

事
業
そ
の
他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
又
は
公
務
を
助
力

　

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者

　
　

地　

濃　

茂　

雄
（
新
潟
市
）

表彰された皆様表彰された皆様

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示鍋コンテスト芸能歌謡祭（聖籠町三味線教室）

受賞者を代表してあいさつされる地濃様（新潟市）受賞者を代表してあいさつされる地濃様（新潟市）



広報聖籠 H22.12　4日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ5　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

11
月
12
日
（
金
）
町
文
化
会
館
を

会
場
に
第
24
回
目
と
な
る
聖
籠
町
長

寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者
が

互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か
で

充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
各

集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範
的
な

活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た

め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の
表
彰
と
、

金
婚
式
（
結
婚
し
て
50
年
目
の
お
祝

い
）
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
が
慶
祝

さ
れ
、
県
と
町
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
の
余
興
で

は
、
各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

の
歌
と
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会

場
に
は
あ
た
た
か
い
声
援
と
笑
い
声

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
略
し
た
文
字
で
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。

　

戸
籍
の
氏
名
と
異
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

聖籠町長寿文化研修会開催聖籠町長寿文化研修会開催
大会スローガン

楽しく魅力あるクラブづくりに努めよう
創造と連帯の輪を広げて心豊かな２１世紀を

被表彰者名 所属会名（行政区）
澁　谷　ミ　イ 寿　老　会（道賀新田）

冨　樫　昭　平 鶴　寿　会（真　　野）

小　林　ヨシイ 蛍　雪　会（丸　　潟）

大　浦　一　三 緑　　会（本　大　夫）

曽　根　秀　夫 紅　苔　会（苔　　沼）

新　保　ア　キ 鶴　老　会（山　三　賀）

岩　渕　　　均 長　寿　会（二　本　松）

二　宮　秀　三 千　歳　会（蓮　　野）

髙　木　光　雄 喜　楽　会（杉　谷　内）

大　森　照　子 寿　生　会（大夫興野）

被表彰者名 所属会名（行政区）
砂　原　近　衛 長　生　会（藤　寄）

堀　　　和　子 はまなす会（網代浜）

手　島　ユ　リ はまなす会（網代浜）

渡　邊　ハルイ はまなす会（網代浜）

小　林　セツ子 鶴　亀　会（亀　塚）

髙　﨑　敬　子 鶴　亀　会（亀　塚）

平　野　寿　子 鶴　亀　会（亀　塚）

松川原　恵美子 つ く し 会（次第浜）

渡　辺　ハルヱ つ く し 会（次第浜）

髙　橋　正　義 つ く し 会（次第浜）

●役職（地元老人クラブの役員として５年以上）により表彰された方 （敬称略）

被表彰者名 所属会名（行政区）
澁　谷　越　夫 寿老会（道賀新田）
相　馬　カ　ツ 鶴寿会（真　　野）
佐々木　カツミ 蛍雪会（丸　　潟）
渡　邉　リ　ウ 寿　会（山　　倉）
伊　藤　カ　ヨ 緑　会（本諏訪山）
水戸部　フ　ミ 新生会（山　大　夫）
小　川　正　子 新生会（山　大　夫）
斎　藤　ミ　ネ 紅苔会（苔　　沼）
池　田　　　清 鶴老会（山　三　賀）
本　間　百合子 なかよし会（正　庵）
加　藤　チ　ヱ 千歳会（蓮　　野）
八　幡　ミサホ 寿生会（大夫興野）

被表彰者名 所属会名（行政区）
大　森　一　江 長 生 会（ 藤　 寄 ）
伊　藤　ハルミ 長 生 会（ 藤　 寄 ）
宮　澤　幸　子 はまなす会（網代浜）
渡　邊　百合子 はまなす会（網代浜）
渡　邊　和　子 はまなす会（網代浜）
細　貝　富　一 鶴 亀 会（ 亀　 塚 ）
和　田　政　友 鶴 亀 会（ 亀　 塚 ）
小　林　キ　サ 鶴 亀 会（ 亀　 塚 ）
平　野　泰　雄 つくし会（次第浜）
佐々木　サキエ つくし会（次第浜）
飯　沼　トミ子 つくし会（次第浜）

●模範者（地元老人クラブの役員として 10年以上率先して活動）として表彰された方 （敬称略）

クラブ名（行政区） 会長名
長寿会（二本松） 瀧　山　巳一郎

クラブ名（行政区） 会長名
はまなす会（網代浜） 斎　藤　鉄　信

●プラス５人増達成クラブ顕彰 （敬称略）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
伊藤浅右エ門・カヨ 緑　会（本諏訪山）
斎 藤 賢 治 ・ ミ ネ 紅苔会（苔　　沼）
加 藤 俊 満 ・ ト ミ 紅苔会（苔　　沼）
加藤忠雄・ヨシノ 千歳会（蓮　　野）
二 宮 宗 夫 ・ 勝 子 千歳会（蓮　　野）
諏訪忠行・ミイ子 喜楽会（杉　谷　内）
諏 訪 末 次 ・ 康 子 喜楽会（杉　谷　内）
新保弘文・ヨシエ 喜楽会（杉　谷　内）
布施工栄・八重子 長生会（藤　　寄）
會 田 悦 二 ・ カ ツ はまなす会（網　代　浜）
宮澤源之助・ミツ子 はまなす会（網　代　浜）
堀市之助・ソミ子 はまなす会（網　代　浜）
髙松義勝・ひろみ 鶴亀会（亀　　塚）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
渡邉武志・テル子 鶴　亀　会（亀　　塚）
髙﨑義勝・テル子 鶴　亀　会（亀　　塚）
澤村松次郎・ミイ子 鶴　亀　会（亀　　塚）
細 山 猛 ・ タ ツ 鶴　亀　会（亀　　塚）
小林久太郎・ハルヱ 鶴　亀　会（亀　　塚）
髙 松 仙 之 ・ キ ヨ 鶴　亀　会（亀　　塚）
髙橋森男・カツミ つくし会（次　第　浜）
田 村 康 雄 ・ 幸 子 つくし会（次　第　浜）
渡邉芳一郎・アサノ つくし会（次　第　浜）
髙 橋 武 ・ ト シ エ つくし会（次　第　浜）
渡邉亀代松・カツ つくし会（次　第　浜）
田村悌三郎・ムツミ つくし会（次　第　浜）
髙山永治・タマ子 つくし会（次　第　浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦
基準日　平成２２年４月 （敬称略）

役職表彰を代表受理される高木光雄様（杉谷内）摸範者としての表彰を代表受理される佐々木カツミ様（丸潟）

金婚夫婦代表、二宮宗夫様・勝子様（蓮野） 前年比５人増を達成したクラブとしての表彰を代表受理される
はまなす会会長斎藤鉄信様（網代浜）



広報聖籠 H22.12　6日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　役場総務課
消費生活センター
（相談員　見田好子）
２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

消 費 生 活消 費 生 活

通 信
vol.19

振り込め詐欺にご注意！
　振り込め詐欺は、テレビなどの報道による効果もあり被害件数は少なくなっ
てきていますが、まだまだ後を絶ちません。被害にあった人によると、「自分
は引っかからないと思っていた」「後で考えると、おかしなことが多い」との
ことです。手口も巧妙になっています。

 全国の電動３・４輪車の事故
　　●電動車いすと一緒に用水路に転落した状態で発見された。
　　　（事故発生：2010年8月、当事者：80歳代　女性）

　　●踏切内で電車にはねられて、死亡した。
　　　（事故発生：2010年1月、当事者：60歳代　男性）

　　●下り坂を走行中に急ハンドルを切ったらしく、車体ごと転倒し、死亡した。
　　　（事故発生：2009年5月、当事者：80歳代　男性）

＊他にも「坂道でブレーキが利かず、石垣にぶつかりけがをした」「充電しても短時間で動かなくなる」など
の事例がみられます。バッテリーが途中で切れ、横断歩道や踏切で立ち往生すると非常に危険です。安全な
操作が出来るよう本人も家族も注意が必要です。

インターネットの「ワンクリック請求」
　ホームページ上の広告や無料という表示をクリックすると、突然登録画面となり、高額な料金を請求される
という手口を「ワンクリック請求」と言います。「有料」とは知らずにクリックした場合、契約は成立してい
ません。支払いをせず、今後一切無視しましょう。携帯の個体識別番号やＩＰ番号が画面に表示されても、住
所、氏名などの個人情報が知られているわけではありません。こちらから連絡しないでください。
　パソコン上に請求画面が出て消えない場合は、システムの復元が必要です。手順についてはホームページ等
でも紹介されています。
＜参考＞システムの復元方法：独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）のホームページをご覧ください。

＊新潟県警パンフレットから引用



7　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

許
可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る

　

許
可
申
請
に
つ
い
て

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
㈫

■
第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定

　

例
会
開
催

・
就
学
援
助
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
体
育
推
進
委
員
の
補
充

　

委
嘱
に
つ
い
て

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

■
町
教
育
委
員
会
委
員
長
に
伊
藤

　

惠
美
子
さ
ん

　

10
月
26
日
開
催
の
第
10
回
町
教

育
委
員
会
に
お
い
て
、
町
教
育
委

員
の
伊
藤
惠
美
子
さ
ん
が
委
員
長

に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
22
年
10
月
26
日
か

ら
平
成
23
年
10
月
25
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
小
・
中

学
校
長
な
ど
外
の
関
係
機
関
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
は
事
務
局
か
ら
今
年
の
歩

道
除
雪
計
画
で
あ
る
「
雪
み
ち
計

画
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、

各
委
員
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
車
道
消
雪
の
滞

水
に
よ
っ
て
歩
道
を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
が
困
っ
て
い
る
」
「
横

断
歩
道
が
設
置
し
て
あ
る
道
路
端

と
歩
道
の
接
続
箇
所
に
雪
山
が

あ
っ
た
」
な
ど
、
道
路
の
排
水
不

良
個
所
の
改
善
や
除
雪
作
業
に
つ

い
て
の
要
望
が
あ
り
、
11
月
初
旬

に
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
改
善
策
等

を
取
り
ま
と
め
の
う
え
、
北
陸
地

方
整
備
局
へ
町
の
「
雪
み
ち
計

画
」
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
14
日
㈰

■
消
防
団
機
関
員
講
習
会
開
催

　

消
防
団
員
の
資
質
と
消
防
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
聖
籠
町
消

防
団
機
関
員
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
習
会
に
先
立
ち
、

役
場
と
消
防
幹
部
及
び
各
班
と
の

無
線
交
信
に
よ
る
感
度
確
認
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
機
関
員
講
習
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ

と
小
型
ポ
ン
プ
に
分
か
れ
て
、
全

団
員
が
い
か
に
適
確
に
放
水
作
業

を
で
き
る
か
な
ど
の
基
本
的
な
実

技
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
団
員
は
、
火
災
現
場
の
状

況
を
想
定
し
な
が
ら
、
い
か
に
迅

速
に
、
的
確
に
消
火
活
動
が
で
き

る
か
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
㈮

■
聖
籠
町
「
雪
み
ち
計
画
」
協
議

　

会
開
催

　

降
雪
時
期
を
迎
え
、
副
町
長
を

座
長
と
し
た
聖
籠
町
「
雪
み
ち
計

画
」
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
冬
期
間
の
歩

道
除
雪
の
計
画
策
定
を
目
的
と
し

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

　

10
月
８
日
㈮

■
第
１
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り
推

　

進
協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
聖
籠
町
生
涯
歯
科
保
健

計
画
の
策
定
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
は
貴
重
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
㈮

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第

　

８
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

学
校
教
育
課

農
業
委
員
会

保
健
福
祉
課

ふ
る
さ
と
整
備
課



広報聖籠 H22.12　8日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

 　　

《相談事業》
ところ　役場１階
消費生活相談室
◆ 行政相談
　14日（火）
　午前9時30分～11時
　 役場総務課（内線226）

ところ　結いハート聖籠
◆ 心配ごと相談
　１日（水）、15日（水）
　午後1時～4時
◆弁護士相談
　24日（金）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎27－6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆ 乳幼児健康診査・各種学級　
○マタニティーママの
　　　　リフレッシュ教室
　９日（木）午前９時30分～
○１歳２か月児歯科検診
　13日（月）午後１時15分～
○１歳６か月児健診
　16日（木）午後１時15分～
○乳児健診
　17日（金）午後１時15分～

12 月 の 行 事

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

１
日　

全
国
町
村
長
大
会

２
日　

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

３
日　

新
潟
県
信
用
保
証
協
会
理
事
会

５
日
〜
12
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

16
日　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

17
日　

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
会

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O RMA T I O N

I N F O RMA T I O N

町営住宅東山団地に空室が出たため、入居者を募集します。
■所　在　地　聖籠町大字二本松１９９７番地
■募集部屋数　４部屋（３ＤＫ）
■入居可能日　12月15日㈬以降の予定
■家　賃　等  
　①　家　賃　３６，０００円
　　　（入居期間３年目以降は４２，０００円）
　②　共益費　８００円
　③　駐車場　３，６７５円（１区画）
　④　敷　金　７２，０００円（入居時家賃の２か月分）
■入 居 資 格
・同居している（同居しようとする）家族があること
・現に住宅に困窮していることが明らかな者であること
・市町村税の滞納がない者であること
・確実な連帯保証人がいること　等
■申 込 期 間　11月29日㈪午前８時30分～
 12月９日㈭午後５時15分
■応募多数の場合は、公開抽選会を実施します。詳細につい
ては、お問い合わせください。

 役場ふるさと整備課（内線 232・235）

町営住宅東山団地入居者募集

児童遊園・児童広場の児童遊園・児童広場の
 水道・トイレが 水道・トイレが使えなくなります使えなくなります
　冬期間は、水道凍結による破損防止のため、水道の元栓を閉めますので
一部の児童遊園・児童広場の水道・トイレが使えなくなります。

　閉栓期間　12月10日㈮～来年３月31日㈭

※本諏訪山児童遊園、旭ケ丘児童遊園は除きます。
 役場保健福祉課（保健福祉センター）福祉係
　 ☎２７－６５１１



9　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

10月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。
（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子

出 生

 赤ちゃん 保護者 行政区

心
ここ

美
み

 ちゃん （髙松　弘勝） 亀　塚

ののか ちゃん （手島　信幸） 網代浜

伯
はく

都
と

 ちゃん （鈴木　俊範） 道賀新田

大
だい

地
ち

  ちゃん （佐々木明敏） 網代浜

雄
ゆう

飛
ひ

 ちゃん （冨樫　一雅） 山諏訪山

　暖
だん

　 ちゃん （渡邊　和也） ひばりが丘

成
なる

輝
き

  ちゃん （伊藤　正博） 網代浜

航
こう

大
だい

  ちゃん （村山　靖幸） 藤　寄

宙
ひろ

大
と

 ちゃん （宮澤　　学） 網代浜

晴
はる

喜
き

 ちゃん （大浦　茂郎） 山大夫

穂
ほ

高
たか

 ちゃん （小栁　芳樹） 東　山

幸せ多い人生を

婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　 行政区

山三賀
　大　谷　裕

ゆう

　也
や

 さん

（田　澤）真
ま

由
ゆ

美
み

 さん ｝

 氏　名 年齢 行政区

山　賀　サ　キ さん （92 歳）蓮　野

澤　田　スヅイ さん （84 歳） 亀　塚

細　野　ミ　ノ さん （90 歳） 亀　塚

齋　藤　賢
けん

　治
じ

 さん （73 歳） 苔　沼

長　井　ウ　イ さん （84 歳） 山大夫

ごめいふくをお祈りします

死 亡

網代浜
　渡　邉　和

かず

　斗
と

 さん

（阿　部）春
はる

　美
み

 さん ｝
亀　塚

　嶋　村　友
ゆう

　太
た

 さん

（坂　上）紀
のり

　子
こ

 さん ｝

高齢者応援手当をまだ申請していない方へのお知らせ高齢者応援手当をまだ申請していない方へのお知らせ
　町では、高齢者の生活の安定と福祉の増進を図るため、高齢者生
活応援手当（年額３，６００円）を支給します。
　対象は、聖籠町に住んでいる６５歳以上の方で、次のすべての条
件を満たした方です。
　○平成２２年４月１日現在、町内に住所を有する方または住所地

特例により他市町村の介護保険施設に入所している方
　　※ただし住所地特例により町内の介護保険施設に入所している

方は対象外です。
　○平成2２年度末（平成2３年３月３１日）までに６５歳以上とな

る方
　○介護保険料の未納がない方
■申請手続きについて
　・昨年受給された方で口座変更などがない方
　　は、手続きの必要はありません。
　・上記以外の方は、申請が必要です。
　（該当すると思われる方へは申請用紙を郵送し

ています）
　・提出された申請書は保健福祉課で審査し、支

給基準に該当した場合は、おおむね１か月
以内に手当を支給します。

 役場保健福祉課（保健福祉センター）福祉係
 　☎２７－６５１１

再度確認を
お願いします

　入　札　結　果 入札日　平成 22 年 10 月 15 日～ 26 日

件　　名 場　　所 契約額
（円） 業者名

納入完了日又
は工事（委託）
期間最終日

入札方法

１ 障がい者施設用調理室
電気設備修繕（その2）

聖籠町杉の子の
家福祉作業所 2,286,900 ㈲三美電気商会

平成22年
12月4日

指名競争
入札

2
用第 4号　寺島網代
浜線（山倉）道路用
地測量業務委託

聖籠町大字
山倉地内 1,564,500 ㈱聖測コンサルタント

平成23年
1月28日

指名競争
入札

3 橋梁長寿命化修繕計画
策定橋梁点検業務委託 聖籠町全域 6,562,500 ㈱クリエイトセンター

平成23年
3月25日

指名競争
入札

4 保育所加湿空気清浄機購入
聖籠町保健福祉
センター　 1,291,500 ㈱坂井電設 平成22年

11月26日
指名競争
入札

蓮　潟
　曽　根　健

けん

　一
いち

 さん

（加　藤）智
とも

　美
み

 さん ｝
山諏訪山

　澁　谷　廣
ひろ

　居
い

 さん

（大　江）由
ゆ

美
み

子
こ

 さん ｝

年男・年女を募集しています！年男・年女を募集しています！
広報せいろう１月号に掲載する写真を募集しています。　　
町内在住・在学・在勤で卯年生まれの方

採用された方には薄謝を進呈します。
■応募方法　封書またはＥメール（写真データを添付）に「氏名・住

所・生年・電話番号」と「来年の抱負（１０字以内）」
を記入のうえお送りください。

■応募締切：１２月８日（水）到着分まで
※応募多数の場合、掲載できない場合があります。
また、お送りいただいた写真は返却できません。
　町ホームページもご覧ください。

・  〒957－0192　聖籠町大字諏訪山1635－4
役場総務課　広報広聴係（内線２２８・２２９）
e-mail :soumu@town.seiro.niigata.jp

記念に
どうぞ！

聖籠町 検 索



広報聖籠 H22.12　10日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ11　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
促
進
へ

消
防
団
員
が
全
戸
に
呼
び
掛
け

●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
  　　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止等を考えて行っています。
  　個々の要望にはすぐに対応できないため道路除雪への要望等がありましたら、
  　各集落区長さんを通じてお願いします。

 役場ふるさと整備課
☎ 27－2111（内線231）

　新発田地域振興局地域整備部
☎ 22－5114

●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重みで道
　路に垂れ下がり、除雪作業の妨げになりま
　す。このような樹木の枝切等をお願いし
　ます。

●道路に雪を出さないでください。人や車
　の交通の妨げとなり、スリップ事故のもと
　になります。

●自動車又はその他除雪作業に障害となる
　物を道路上に放置しないでください。除
　雪作業が出来なくなります。

●屋根の雪を道路におろす場合は、責任を
　もって処理してください。
　屋根から道路に自然落下した場合も同様
にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理してく
　ださい。
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間に
行うため雪を道路の端に押しのける方法で
行っています。そのため道路に面した車庫や
門の前などに除雪された雪がたまります。こ
の雪の処理にご理解とご協力をお願いしま
す。

●消雪パイプは省エネのため14：00～
　15:00、16:00～17:00の間は稼動を
　停止しています
 （故障ではありませんので、ご理解をお願い
します。）

●消防施設の除雪にご協力ください。
　消防施設等の除雪は、広域消防署や地域
の消防団が行いますが、大雪等により消防施
設の消火栓や防火井戸等の除雪が難しいこ
とがあります。災害を未然に防ぐために、隣
接の皆さんのご協力をお願いします。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします。

●道路と人家、車庫の出入り口に設置して
　ある乗り入れ板等は、除雪時重大事故に
　つながりますので必ず撤去してくださ
　い。

●道路の除雪作業中は危険ですから、除雪
　車に近づかないでください。

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の

活
動
と
し
て
、
町
消
防
団

員
が
一
般
住
宅
へ
の
火
災

警
報
器
の
設
置
を
促
進
す

る
た
め
、
チ
ラ
シ
配
布
と

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
住
宅
の
火
災
警
報

器
は
、
来
年
５
月
末
ま
で

に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
町
で

も
、
火
災
に
よ
っ
て
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産

が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
設
置
に
か
か
る
費

用
の
一
部
助
成
を
行
い
な

が
ら
、
火
災
警
報
器
の
普

及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
火
の
取
り
扱

い
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
制
度
を

利
用
し
、
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
の
助
成
制
度

は
来
年
３
月
末
で
終
了
し

ま
す
。
お
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。



広報聖籠 H22.12　12日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ13　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！忘れて忘れて
いませんか？いませんか？ 大切な子宮頸がん検診！大切な子宮頸がん検診！

お申し込み・お問い合わせ　役場保健福祉課　保健衛生係　☎２７－６５１１

～こんな方はいらっしゃいませんか！？～

◎まだ子宮頸がん検診を
　申し込んでいない

◎申し込んだが、忙しくて
　まだ検診に行っていない

１年に１回は検診を受け
ましょう。まずは、町保
健福祉センターにお申し
込みください。

検診はお早めに。

施設検診（医療機関）の検診期間は、12月末までで、残り１か月です。
検診の受け忘れがないように、ご注意ください。

「国民健康保険」「後期高齢者医療制度」からのお知らせ「国民健康保険」「後期高齢者医療制度」からのお知らせ
高額医療・高額介護合算制度について

　高額医療・高額介護合算制度とは、１年間の医療費と介護サービス利用料の
自己負担額が高額になった方の負担を軽減することを目的とした制度です。

支給対象者について
　同一世帯内の国民健康保険または後期高齢者医療制度加入者で、次の①・②の条件をどちらも満たす場合に、
支給の対象となります。

　①『医療費』と『介護サービス利用料』の両方の自己負担が対象期間内（平成21年8月1日から平成22年7月31
日まで）にあった場合。

　②『医療費』と『介護サービス利用料』の自己負担額の合計が下表の自己負担限度額を超えた場合。
※　同一世帯であっても、同じ健康保険に加入していない家族の自己負担額を合計することはできません。また、
食事代や居住費などは含みません。

所得区分（※注） 自己負担限度額
対象期間：平成2１年８月１日～平成2２年７月31日

現役並み所得者 ６７万円

一　　般 ５６万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ ３１万円

区分Ⅰ １９万円
（※注）所得区分は、基準日（平成２２年７月３１日もしくは、資格喪失の前日）現在の所得に応じて適用されます。

支給額について
　上表の自己負担限度額を超えた分が、後期高齢者医療制度と介護保険からそれぞれ支給されます。（支給額が
５００円以下の場合は支給されません。）

申請手続きのご案内の発送
　支給の対象となる方には、１２月以降に申請手続きのご案内を発送します。国民健康保険加入の対象者には役
場から、後期高齢者医療加入の対象者には新潟県後期高齢者医療広域連合からご案内します。

高額医療・高額介護合算制度の支給例
夫（79歳）、妻（76歳）・所得区分「一般」の場合
後期高齢者医療制度に加入している夫婦で、夫が病院に入院、妻が介護保険サービスを利用している場合
で、年間の自己負担額が高額な場合。

医療費の
自己負担額（年額）

介護サービスの
自己負担額（年額） 世帯負担の合計 申請により

払い戻される額

夫 30万円 30万円＋30万円
＝60万円

60万円－56万円（限度額）

＝４万円妻 30万円

※ただし、下記のような場合には、申請手続きのご案内が発送できない場合がありますので、支給対象者になる
と思われる場合には、町民課保険係までお問い合わせください。

　【平成２１年８月１日から平成２２年７月３１日までの間に…】
　▼　75歳となり、協会けんぽなどの被用者保険から後期高齢者医療制度に加入された方がいる場合。
　▼　加入者が亡くなられた場合。

または 聖籠町役場

役場町民課窓口役場町民課窓口

① 案内　役場や広域連合から支給対象となる方に、申請書を郵送します。（１２月以降）

② 申請　同封の記入例を参考に、支給申請書を記入して町民課保険係に提出します。

③ 振込　申請をいただいてから、約２か月後に『医療費』分を、約３か月後に『介護サービス利用料』分を、申
請時に指定された金融機関の口座へ振込みます。

申請手続きのながれ

お問い合わせ　役場町民課　保険係（内線１１７）
または  新潟県後期高齢者医療広域連合　業務課医療給付係　☎０２５－２８５－３２２２



広報聖籠 H22.12　14日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎27ー1962（直通）

町の交通事故発生状況
区分

年

10月 1 月～10月（累計）
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成22年 3 0 3 43 0 45

平成21年 8 0 8 58 2 72

増　減 － 5 0 － 5 － 15 － 2 － 27

交 通交 通
安 全安 全
vol.103

冬の交通事故防止運動
　12月11日（土）～12月20日（月）

　スローガン
　師走でも　ゆとりとマナーで　安全運転

【運動の重点】
　◎　飲酒運転の根絶
　◎　高齢者の交通事故防止
　◎　シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

　冬の交通事故防止運動は、年末が近づくと、人や車の動きが慌た
だしくなり、冬型の気候や飲酒機会の増加等により、交通事故の多
発が懸念されることから、一人ひとりに交通ルールの遵守と正しい
交通マナーを実践することによって交通事故防止の徹底を図ること
を目的に実施しています。

忘れていませんか？
見舞金の請求

交通災害共済に加入されている皆さんへ
～見舞金の請求期間は交通災害を
 受けた日から起算して“１年以内”です～
　不幸にして交通災害に遭われた場合、交通災害共済
に加入されている方には実治療日数７日以上の傷害か
ら見舞金が支給されます。交通災害に遭われたら、ま
ず役場生活環境課に連絡を！
※治療を継続中でも、１年が経過した場合は 請求
できません のでご注意ください。

交通事故の約半数は交
差点で発生しています。
安全確認を“徹底”し
てください。

聖籠中学校グランド脇交差点に
 信号機が設置されました

　朝夕の子どもたちの通学時間帯に交通量が
増えて交通事故が心配されていましたが、子
どもたちが安全に通学できるように9月24日
から信号機が稼働しています。
　この信号機は子
ども達の通学時間
帯には待ち時間が
少なくなるような
配慮がされていま
す。（夜間点滅）

自動車事故による被害者の方へ
　独立行政法人自動車事故対策機構では、自動車事
故による被害者への援助を行っています。
【交通遺児等への育成資金（無利子）貸付】
　自動車事故で保護者が亡くなられたり、重度の後
遺障がいになられたご家庭に、国の資金を０歳から
中学卒業までの子どもの育成のため、無利子でお貸
ししています。
【重度後遺障がい者への介護料支給】
　自動車事故が原因による、重度の後遺障がいのた
め、常時または随時の介護を必要とする方に介護料
を支給しています。
　※お困りの時は交通事故被害者ホットライン
（ナビダイヤル）0570-000738
独立行政法人自動車事故対策機構　新潟主管支所ま
でお問い合わせください。



15　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

パスポートを申請するには、下記のものが必要です。（町内に住民登録のある方）
必要書類 内　　　　　　　　　　　　容

①　一般旅券
　　発給申請書　1通

5 年旅券用と 10 年旅券用の 2種類あります。
20 歳未満の方は、有効期間が 5年旅券用のみの申請となります。

②　戸籍謄本又は
　　　　　抄本　1通

発行の日から 6か月以内のもの。
有効期間内の旅券を切り替える場合で氏名･本籍に変更のない方は省略できます。

③　顔写真　　　1枚

6 か月以内に撮影されたもの。写真は貼らずに裏面に氏名をお書きください。
<写真の規格 >
・たて 45mm×よこ 35mm、ふちなし
・顔の寸法は髪を含む頭頂からあごまで 34mm± 2mm
・顔は正面向き、無帽、無背景

④　申請者本人と確認
　　できる書類

1点でよい書類（現に有効なもの）

・日本国旅券　　・運転免許証　　　・写真付住民基本台帳カード
・官公庁等の写真付身分証明書

2 点必要な書類

A欄と B欄の各 1点、又はA欄から 2点を提示してください

A欄 B欄

・健康保険証
・国民健康保険証
・共済組合員証
・国民年金証書（または手帳）
・厚生年金証書（または手帳）
・介護保険被保険者証等

次のうち写真が貼ってあるもの
・学生証（中学生の生徒手帳は写真なし
でも可）
・会社の身分証明書
・公の機関が発行した資格証明書等
※小学生以下の場合「健康保険証＋母子
手帳」

⑤　前回取得した旅券 ・有効期限内の旅券をお持ちの方は、有効旅券の提出がないと申請できません。
・過去に旅券を取得した方は、失効していてもその旅券をお持ちください。

⑥　手数料

　１０年用　１６,０００円　 　収入印紙　　　　　１４,０００円　
　新潟県収入証紙　　　２,０００円　

　５年用　　１１,０００円　
（１２歳未満　６,０００円）

　収入印紙　　　　　　９,０００円　
　　　　（１２歳未満　４,０００円）
　新潟県収入証紙　　　２,０００円　

年内のパスポート申請は、窓口をご確認の上、混雑を避けてお早めに！
年内にパスポート（旅券）の受け取りを希望される方は、申請窓口が大変混み合います。
早めに申請をお願いします。

受付時間　月～金曜日（祝日を除く）午前８時３０分～午後５時００分

パスポート申請のご案内パスポート申請のご案内

お問い合わせ　町民課　町民サービス係　（内線１１２）



広報聖籠 H22.12　16日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

早
め
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
万
が

一
を
想
定
し
て
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
の
携
行
も
お
忘
れ
な
く
。

　

現
在
、
日
本
海
東
北
道
で
は
高

速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
が
行
わ

れ
て
お
り
、
高
速
道
路
に
不
慣
れ

な
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
、
十
分
に
車
間
距
離
を
お

と
り
い
た
だ
き
、
安
全
な
速
度
で

ご
走
行
く
だ
さ
い
。
ま
た
朝
夕
の

通
勤
時
間
帯
な
ど
、
天
候
に
よ
り

や
む
を
得
ず
除
雪
作
業
や
路
面
の

凍
結
防
止
作
業
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
時
間
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
ご
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
さ
ま
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ン
タ
ー
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０
５
７
０

－

０
２
４

－

０
２
４

　

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
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５
３
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８
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７
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）

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

 
啓
発
週
間
と
は･･･

　

日
本
人
拉
致
事
件
を
は
じ
め
と

す
る
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会

と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日

ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

未
だ
解
決
し
て
い
な
い
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
拉
致
問
題
な
ど
、
人

権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と

認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

新
潟
県
知
事
政
策
局
国
際
課　

　

拉
致
問
題
調
整
室
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８
０

－

５
７
６
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事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

「
高
校
生
就
職
面
接
会

 

in
県
北
」
開
催
！

　

12
月
６
日
㈪
に
新
発
田
市
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
就
職
希
望
の

高
校
生
が
、
企
業
ブ
ー
ス
を
ま

わ
っ
て
面
談
す
る
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
・
村
上

管
内
の
企
業
で
、
高
卒
求
人
を
お

申
込
み
い
た
だ
く
と
参
加
で
き
ま

す
。
将
来
を
担
う
若
い
人
材
を
確

保
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田　

学
卒

　

担
当　

☎
２
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－

６
６
７
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診
療
放
射
線
技
師
募
集

　

平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
採
用

予
定
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
等　

診
療
放
射

線
技
師　

１
名
（
資
格
を
有
す

る
者
ま
た
は
平
成
23
年
４
月
中

に
資
格
取
得
見
込
の
者
）

■
申
込
期
間　

12
月
６
日
㈪
〜
12

月
14
日
㈫
必
着

■
申
込
場
所　

㈶
下
越
総
合
健
康

開
発
セ
ン
タ
ー
庶
務
課
（
新
発

田
市
本
町
４
丁
目
16

－

83
）

■
提
出
書
類　

履
歴
書
（
３
ヵ
月

以
内
の
写
真
貼
付
）
、
最
終
学

校
の
成
績
証
明
書
、
最
終
学
校

の
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
、
資

格
証
明
書
（
免
許
証
の
写
し
）

各
１
通

■
採
用
試
験
日　

12
月
21
日
㈫
申

込
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

㈶
下
越
総
合
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
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１
１
４
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障
が
い
者
福
祉
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す

　

障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
を
送
る
た
め
に
は
何
が
必
要

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め

に
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
８
日
㈬
午
後
1
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30
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〜

午
後
３
時
30
分

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

関
を
ご
利
用
に
な
る
か
、
乗
り

合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
新
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興
局
健

康
福
祉
環
境
部
地
域
福
祉
課

　

☎
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９
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２
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第
４
回
地
域
医
療
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ー
ラ
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安
心
に
つ
な
が
る

 

地
域
医
療
の
た
め
に

　

地
域
住
民
と
医
療
、
介
護
等
の

関
係
者
が
「
安
心
に
つ
な
が
る
地

域
医
療
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な

の
か
」
を
と
も
に
考
え
ま
す
。

12
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
ま
で

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
堂

下
越
地
域
に
導
入
さ
れ
て
い
る

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

（
急
性
期
病
院
か
ら
回
復
期
病

院
を
経
て
帰
宅
す
る
ま
で
の
医

療
計
画
を
関
係
機
関
が
共
有
す

る
医
療
連
携
の
仕
組
み
）
の
紹

介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
地
域
で
命
を
守
る
〜
脳
卒

中
の
場
合
〜
」

■
料
金
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込

み
不
要
で
す
。

新
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県
新
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康
福
祉
環
境
部
企
画
調
整
課

　

☎
２
２

－

５
１
０
４

冬
の
高
速
道
路

ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
運
転
を
！

　

県
内
各
地
で
も
初
雪
の
便
り
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

冬
の
到
来
で
す
。雪
道
に
備
え
て
、

講
堂
（
定
員
１
８
０
人
）

松
森
果
林
さ
ん
（
聴
覚
障
が
い

者
）
に
よ
る
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

■
料
金
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込

み
不
要
で
す
。

■
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た

め
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
に
な
る
か
、
乗
り

合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り

ま
す
。

新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
地
域
福
祉
課

☎
２
６―

９
１
２
９

ご
近
所
安
心
見
守
り
隊

 

講
座
を
開
催
し
ま
す

「
高
齢
者
虐
待
っ
て
何
？
」
、

「
こ
れ
っ
て
虐
待
に
な
る
の
か
し
ら
？
」

　

日
ご
ろ
感
じ
る
疑
問
を
解
消

し
、
高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
康
に
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
17
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
堂
（
定
員
１
８
０
人
）

㈳
新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
会
長

の
松
山
茂
樹
さ
ん
に
よ
る
講
演

な
ど

■
料
金
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

■
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た

め
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

除雪作業の様子



17　H22.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　町では、これまで用いられてきた「障害」の「害」という漢字について、その否定的なイメージから、「差別感」
や「不快感」を多くの障がい者が持っていることに配慮し、障がい者の人権をより尊重することを目的に、１２
月１日から「障がい」のひらがな表記を推進します。この取り組みは、単に表記を改めるだけでなく、さまざま
な広報啓発活動を行うことにより、障がいへの理解を深めるものです。
　　
■取り組みの内容
①　町が作成する公文書、啓発資料等で、従来「障害者」「障害」と表記していたものについて、前後の文脈から
人や人の状態を表す場合は、原則的に「障がい者」「障がい」と表記します。

②　この取り組みは誤りを正すという趣旨のものではなく、障がいへの理解を目的としていることから、ただち
に表記変更が困難なものについては、条件が整い次第、すみやかに表記を更新することとします。

③　町がひらがな表記を使用するに当たり、町民、関係機関・団体等に対し、協力を推進したとしても、同様の
対応を強要するものではなく、表記については、各々の自主的判断とします。

■対象となる文書、ならない文書
　　<対象となる文書 >
　　　　公文書、広報誌、広報資料、啓発資料、会議資料、ホームページなど

　　<対象とならない文書 >
　　　　条例、規則、予算書など
　　　（理由：現在、法令が常用漢字表にある漢字を用いており、条例、規則等における漢字使用についても、「障

害」の「害」に漢字を用いる取り扱いとされる事例が多いため。また、ひらがな表記とした場合、法令用
語の引用などで変更できない「障害」とひらがなの「障がい」が条例、規則上に混在し、かえって読みに
くく、わかりにくいものになるため。）

■対象外とする用語
項　目 除外例

法令（法律・政令・省令・告示）、条例、
規則・告示等の名称

障害者自立支援法・身体障害者福祉法施行令・聖籠町重度心身障害
者医療費助成に関する条例・聖籠町知的障害者福祉法施行細則　ほ
か

法令、条例等で規定されている用
語の名称

身体障害者手帳・障害者相談支援事業・障害程度区分・障害福祉サ
ービス・障害者基礎年金　ほか

法令、条例等で規定されている制
度・事業等の名称

障害者相談支援事業・重度心身障害者医療費助成事業　ほか

関係団体・施設等の固有名称
新発田身体障害者更生相談所・新潟県聴覚障害者協会・新潟県障害
者スポーツ協会　ほか

人や人の状態を表さないもの 障害物・交通上の障害・業務遂行上の障害　ほか
医療用語等専門用語、その他適当
でないもの

肝機能障害（医療用語）、重度心身障害（専門用語）、発達障害（法
令用語）ほか

■実施体制
　　聖籠町保健福祉課を中心に、各機関を含む全庁の協力により実施するものとし、表記適否の判断については
保健福祉課が実施上の照会等に対応します。

　詳しくは町ホームページをご覧ください。

町では「障がい」のひらがな表記を推進します町では「障がい」のひらがな表記を推進します

お問い合わせ　役場保健福祉課（保健福祉センター）　☎２７－６５１１
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で
す
。
ハ
ズ
レ
が

出
た
子
も
、
も
う

一
度
探
し
に
行
け

る
と
喜
ん
で
く

れ
、
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
約

２
３
０
人
の
親
子

の
皆
様
、
ご
後

援
、
ご
協
賛
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た

企
業
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

ホ
ー
ム
2
連
勝
!!

　

J
1
リ
ー
グ
第
26
節
名
古
屋

戦
、
そ
し
て
第
28
節
鹿
島
戦
。

新
潟
は
ホ
ー
ム
で
自
分
た
ち
の

サ
ッ
カ
ー
を
貫
き
、
リ
ー
グ
の

1
位
、
2
位
を
相
手
に
勝
ち
点

6
と
い
う
数
字
を
積
み
重
ね
ま

し
た
。

　

圧
巻
の
4
ゴ
ー
ル
を
記
録
し

た
の
は
名
古
屋
戦
。〝
し
っ
か

り
点
を
と
っ
て
勝
つ
〞
と
い
う

黒
崎
監
督
の
目
指
す
サ
ッ
カ
ー

が
選
手
た
ち
に
よ
っ
て
体
現
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
ゴ
ー
ル
も
素

晴
ら
し
く
、
中
で
も
三
門
選
手

は
難
し
い
体
勢
か
ら
鮮
や
か
な

ボ
レ
ー
シ
ュ
ー
ト
。「
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
で
の
ゴ
ー
ル
は
格
別
」

と
試
合
後
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い

た
よ
う
に
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ

ピ
ッ
チ
を
全
力
疾
走
。
ス
タ
ジ

ア
ム
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

第
28
節
・
鹿
島
戦
は
劇
的

な
勝
ち
越
し
弾
に
よ
っ
て
、
Ｊ

リ
ー
グ
を
連
覇
し
て
い
る
王
者

を
沈
め
ま
し
た
。
後
半
3
分
、

大
島
選
手
の
ポ
ス
ト
プ
レ
ー
か

ら
、
マ
ル
シ
オ
リ
シ
ャ
ル
デ
ス

の
美
し
い
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
が

鹿
島
ゴ
ー
ル
に
突
き
刺
さ
り
ま

す
。
し
か
し
後
半
15
分
、
優

勝
を
目
指
す
鹿
島
も
同
点
ゴ
ー

ル
を
決
め
、
そ
の
後
も
緊
迫
し

た
ゲ
ー
ム
が
続
き
ま
す
が
、
後

半
ロ
ス
タ
イ
ム
に
右
サ
イ
ド
か

ゴ
ー
ル
を
達
成
！
試
合
は
後
半

に
追
い
つ
か
れ
、
残
念
な
が
ら

1

－

1
の
ド
ロ
ー
と
な
り
ま
し

た
が
、
ク
ラ
ブ
の
こ
こ
ま
で
の

成
長
を
示
す
、
大
き
な
ゴ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う

に
、
チ
ー
ム
は
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

い
よ
い
よ
最
終
節

　

J
1
リ
ー
グ
、
12
月
の
試
合

は
ホ
ー
ム
で
の
1
試
合
の
み
。

か
つ
て
新
潟
の
J
1
昇
格
に

大
き
く
貢
献
し
た
、
反
町
監
督
、

寺
川
選
手
、
野
澤
選
手
ら
が
在

籍
す
る
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
と
の

最
終
節
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

湘
南
は
下
位
に
甘
ん
じ
て
い
ま

す
が
、
3
月
27
日
㈯
第
4
節
の

試
合
で
は
0

－

2
と
ア
ウ
ェ
ー

で
悔
し
い
敗
戦
を
喫
し
て
い
ま

す
。
そ
の
雪
辱
も
含
め
て
、
何

と
し
て
も
勝
利
し
て
シ
ー
ズ
ン

を
有
終
の
美
で
飾
り
、
新
潟
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
き
て
く
れ

た
、
か
つ
て
の
同
僚
達
に
成
長

し
た
姿
を
見
せ
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
今
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
続

け
て
き
た
新
潟
ら
し
い
サ
ッ

カ
ー
を
、
い
つ
も
通
り
に
湘
南

ら
の
チ
ョ 

ヨ
ン
チ
ョ
ル
選
手

の
ボ
ー
ル
を
本
間
選
手
が
右
足

で
シ
ュ
ー
ト
!
美
し
い
軌
道
を

描
き
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
本
間
選
手
の
一
発

が
新
潟
を
勝
利
へ
と
導
き
ま
し

た
。

J
1
通
算
３
０
０
ゴ
ー
ル
を
マ
ル

シ
オ
リ
シ
ャ
ル
デ
ス
が
達
成
！

　

J
1
通
算
３
０
０
ゴ
ー
ル
ま

で
あ
と
1
と
迫
っ
て
い
た
、
第

27
節
F
C
東
京
戦
。
注
目
は

そ
の
1
点
を
誰
が
獲
る
の
か

に
集
ま
り
ま
し
た
。
試
合
は
残

留
を
懸
け
て
戦
う
F
C
東
京
の

勢
い
に
や
や
押
さ
れ
気
味
の
展

開
。
そ
れ
で
も
チ
ー
ム
全
員
の

守
備
で
何
と
か
耐
え
、
失
点
を

許
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
迎
え
た

前
半
終
了
間
際
、
新
潟
が
ゴ
ー

ル
正
面
で
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
を

獲
得
。
キ
ッ
カ
ー
は
も
ち
ろ
ん

マ
ル
シ
オ
リ
シ
ャ
ル
デ
ス
。
そ

の
右
足
か
ら
放
た
れ
た
ボ
ー
ル

は
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
サ
イ

ド
ネ
ッ
ト
に
突
き
刺
さ
り
ま
し

た
！
マ
ル
シ
オ
リ
シ
ャ
ル
デ
ス

選
手
が
見
事
J
1
通
算
３
０
０

に
ぶ
つ
け
ま
す
。
黒
崎
ア
ル
ビ
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
集
大
成
を
是
非
、

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
ご
覧
下
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
が
リ
ー
グ
戦
を

 

6
位
で
終
了

　

10
月
31
日
、
こ
の
日
は
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
の
鹿
島
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
早
く
か
ら
東
北

電
力
ス
ワ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
数
約
1
3
0
0
人
超
。
Ｊ
１

リ
ー
グ
と
な
で
し
こ
リ
ー
グ
の

ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
と
し
て
開
催

さ
れ
た
ジ
ェ
フ
千
葉
レ
デ
ィ
ー

ス
戦
が
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
レ
デ
ィ
ー
ス
の
リ
ー
グ
最
終

戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
励
ま

さ
れ
、
選
手
は
奮
闘
し
ま
し
た

が
、
結
果
は
残
念
な
が
ら
１

－

２
。
上
位
進
出
の
可
能
性
も
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
６
位
と

い
う
結
果
で
、
2
0
1
0
プ
レ

ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
を
終
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
位
に
食
い
込
む
、
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
奥
山
達
之

監
督
が
就
任
し
て
か
ら
3
年

目
と
な
る
今
季
は
、
監
督
の
目

指
す
人
も
ボ
ー
ル
も
動
く
サ
ッ

カ
ー
が
、
形
と
し
て
表
現
で
き

る
数
が
目
に
見
え
て
増
え
た

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。

リ
ー
グ
終
盤
、
勝
ち
切
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
試
合
も
あ

り
、
来
季
へ
の
課
題
を
残
す
こ

と
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
通
じ
て
上
位
チ
ー
ム

と
も
互
角
の
内
容
を
展
開
す

る
試
合
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
自
信
と
な
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、
2
年
連
続
で
リ
ー
グ

ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
選
出
さ

れ
た
Ｍ
Ｆ
上
尾
野
辺
め
ぐ
み

選
手
に
加
え
、
阪
口
夢
穂
選
手

や
菅
澤
優
衣
香
選
手
が
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
日
本
女
子
代

表
）
に
も
選
出
さ
れ
る
な
ど
、

選
手
個
々
の
成
長
も
、
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
来
季

は
さ
ら
に
選
手
・
チ
ー
ム
が
成

長
を
続
け
、
上
位
進
出
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
に
暖
か

い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

※
12
月
の
試
合
予
定

＜

J1
リ
ー
グ＞

第
22
節
12
月
4
日
㈯

　

vs
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

　

午
後
３
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

　

ス
タ
ジ
ア
ム

（
記
事
・
写
真
提
供

 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

J
A
P
A
N
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　

イ
ベ
ン
ト
活
動
報
告

【
聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　

10
月
30
日
㈯
に
聖
籠
中
学
校

で
行
わ
れ
た
「
聖
中
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」
に
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
学
生

が
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０
で
は
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
○
×

ク
イ
ズ
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
抽

選
な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
た
ち

は
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

私
た
ち
は
、
誰
で
も
サ
ッ

カ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し

め
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
を

開
い
た
り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
緑
丸
と
は
な
ち
ゃ

ん
の
誘
導
を
し
ま
し
た
。
緑
丸

と
は
な
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
人
気

で
、
た
く
さ
ん
の
学
生
た
ち
と

戯
れ
た
り
聖
籠
中
学
校
に
訪
れ

た
一
般
の
子
ど
も
た
ち
と
記
念

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

聖
籠
中
学
校
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
週
末
体
験
ク
ラ
ブ
】

　

11
月
27
日
㈯
、12
月
4
日
㈯
、

12
月
11
日
㈯
と
3
週
に
渡
り
、

聖
籠
町
の
３
つ
の
小
学
校
を
対

象
と
し
、
私
た
ち
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の

学
生
が
コ
ー
チ
と
な
り
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
開
き
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
へ
の
指
導
を
学
ぶ
授
業

で
経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
、

楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
準

備
し
て
い
き
ま
す
の
で
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

【
親
子
ふ
れ
あ
い

 

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
】

　

11
月
７
日
㈰
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
「
親
子

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
運
営
担
当
の
サ
ッ

カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
学
生
は
、

こ
の
日
に
向
け
、
た
く
さ
ん
の

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
当
日
は
と

て
も
い
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
子
ど

も
と
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
選
手
が
混
合

で
チ
ー
ム
と
な
り
試
合
を
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー

ム
」
や
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
審
判

専
攻
科
が
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

テ
ー
マ
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
指
導
し
た
「
サ
ッ
カ
ー
教

室
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
と
ふ
れ
あ
え
た
子
ど
も
た

ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し

た
。

　

校
舎
２
階
で
は
「
宝
探
し
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
の
至

る
所
に
隠
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル
を

親
子
で
探
し
、
当
た
り
が
出
た

ら
景
品
と
交
換
と
い
う
ゲ
ー
ム
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　いよいよ冬到来、鍋料理のおいしい
季節になりました。皆さんのおうちに
は＜鍋奉行＞はいますか？
　鍋奉行とは、鍋の味や具の入れる順
番や種類、火の通り具合などにこだわ
り、細かく仕切る人の事を言います。
　鍋奉行は良く知られていますが、他
にこんな呼び方があるのをご存知です
か？
＊鍋将軍…奉行よりも厳しく、自分の

やり方と違うと激怒する、奉行よ
りも厳しく逆らえない、将軍のよ
うな人の事。

＊アク代官…上に浮く灰汁（アク）を
すくう作業を担当する人。

＊待ち奉行…なべ奉行とは逆に殆ど手
を出さずにひたすら食べられる時
を待ち、おいしくできた鍋を楽し
むだけの人。男性を待ち奉行、女
性を待ち娘と呼びます。

　皆さんはどれですか？そんなことを
考えてみんなでお鍋を囲むのも、面白
いかもしれませんね。

♥鍋で家族団らん♥

　

投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛
筆
（
2
B
以

上
）か
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い
も

の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）
名
前
は
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場

合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

1
か
月
に
一
人
1
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

みんなのひろば

酒井 優姫さん 8歳 まなべ みほさん 5歳

食
しょく

は味
ミ ラ ク ル

楽来
～楽しく食べて健康な
　　体と心を育てましょう～五十嵐栄養教諭

№29№29

町の宝で～す
10月の乳児健診から

髙松　羚
れ

咲
あ

 ちゃん 齋藤　健
けん

心
しん

 ちゃん

布施 陽光さん 6歳

石井　結
ゆ

菜
な

 ちゃん 坂上　美
み

結
ゆ

 ちゃん

タケモトピアノさん 7歳 聖籠パイナポーさん 12歳ひややっこさん 14歳

佐野　蒼
そう

汰
た

 ちゃん 佐久間心
こ

瑚
こ

 ちゃん

橋本　希
の

愛
あ

 ちゃん 阿部　広
ひろ

暉
き

 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

　みなさんの家の自慢の鍋は何ですか。
“すきやき”“寄せ鍋”“キムチ鍋”
“おでん”など、色々あると思います
が、最近は、鍋ブームで意表をつく
様々な鍋が人気になっています。
　我が家でもトマト鍋にチャレンジ！
最初は、市販のトマト鍋スープで試し、
チーズを入れたり肉を魚にしたりなか
なか我が家の味が決まりません。しか
しそのたび新しい味に出会い家族でア
レンジすることも楽しみの鍋料理です。
ラストは、ごはんを入れリゾット風に。
次はパスタを入れてみることにしてい
ます。鍋の味と具材に決まりはありま
せん。寒い冬は栄養満点の熱々の鍋を
家族で囲みあなたも鍋奉行をやってみ
ませんか。　

　11月3日に行わ
れた秋祭りでの豆
乳トマトチーズ鍋
も人気でおいし
かった！

♡鍋は体も心も温めてくれます♡

鍋鍋
なべぶぎょうなべぶぎょう

奉行奉行って知っていますか？って知っていますか？ 我が家の自慢の鍋は何？我が家の自慢の鍋は何？
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みんなのひろば

　

網
代
浜
集
落
で
は
、
11
月
６

日
㈯
に
神
輿
お
披
露
目
が
行
わ

れ
、
数
え
で
年
男
、
年
女
に
あ

た
る
小
学
校
５
年
生
が
担
ぎ
手

と
な
り
、
集
落
内
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
網
代
浜
会
館
に
設
置

さ
れ
た
神
輿
、
曳
き
車
、
提
灯

は
、
自
治
宝
く
じ
の
助
成
金

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
て
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、
網
代
浜
集
落
で
は
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う

と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

集
落
の
発
展
を
願
っ
て

　

町
で
は
、
10
月
か
ら

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
料
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
理
解
を
深
め
る
た

め
、
助
成
対
象
者
の
中

学
生
女
子
生
徒
の
保
護

者
な
ど
を
対
象
に
、
県

立
新
発
田
病
院
産
婦
人

科
の
富
田
雅
俊
医
師
を

講
師
に
迎
え
、
11
月
４

日
㈭
に
聖
籠
中
学
校
で

講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

富
田
先
生
の
解
り
や

す
い
講
演
で
参
加
さ
れ

た
多
く
の
町
民
の
方

が
、
子
宮
頸
が
ん
と
予

防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

「子宮頸がん及び予防ワクチン」
 講演会開催

　

10
月
26
日
㈫
、
結
い
ハ
ー
ト
聖

籠
内「
杉
の
子
の
家
福
祉
作
業
所
」

に
は
強
力
な
助
っ
人
を
得
て
、
張

り
切
る
利
用
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

利
用
者
と
一
緒
に
作
業
に
励
ん

で
い
た
の
は
、
新
潟
東
港
内
日
本

海
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
㈱
の
社
員

の
皆
さ
ん
。
こ
れ
は
会
社
の
敷
地

内
に
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
や
ア
カ
シ
ヤ

な
ど
の
間
伐
材
約
１
，
５
０
０
本

を
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
材
料
を

贈
る
だ
け
で
な
く
、
共
に
作
業
に

取
り
組
み
な
が
ら
交
流
を
図
ろ
う

と
始
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
男
性
３

名
、
女
性
１
名
で
、
男
性
は
ま
き

作
り
、
女
性
は
さ
き
織
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
き
を
束
ね
る
作

業
を
担
当
し
た
稲
垣
武
道
さ
ん
は

「
思
っ
た
よ
り
難
し
く
、
皆
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。　

　

と
も
に
教
え
合
い
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
楽
し
く
作
業
は
続
き

ま
し
た
。

と
も
に
励
み
、
と
も
に
笑
う
！

来
春
、
同
じ
学
び
舎
で　

絆
集
会
開
催

来
春
、
同
じ
学
び
舎
で　

絆
集
会
開
催

来
春
、
同
じ
学
び
舎
で　

絆
集
会
開
催

来
春
、
同
じ
学
び
舎
で　

絆
集
会
開
催

　

11
月
４
日
㈭
、
聖
籠
中
学
校
の

体
育
館
で
、
聖
籠
中
学
校
１
年
生

と
蓮
野
・
山
倉
・
亀
代
小
学
校
６

年
生
の
約
３
０
０
名
に
よ
る
交
流

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
１
、
小
６
の
生

徒
、
児
童
が
活
動
を
共
に
す
る
こ

と
で
絆
を
深
め
よ
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
差
別
や
い
じ
め
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
、
全
員
で
ゴ
ス
ペ
ル

ソ
ン
グ
「
Ｏ
Ｈ　

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
（
オ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
）」

を
合
唱
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、「
一
緒
に
い
じ

め
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
良
か
っ

た
。
町
の
学
校
か
ら
い
じ
め
が
な

く
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
」「
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と

を
不
安
に
思
っ
て
い
た
が
、
一
緒

に
活
動
で
き
て
安
心
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

話し合い活動の様子話し合い活動の様子
中１の班リーダーが進行役をつとめました中１の班リーダーが進行役をつとめました

神輿お披露目の様子神輿お披露目の様子

自治宝くじの助成金により整備された神輿、曵き車、提灯自治宝くじの助成金により整備された神輿、曵き車、提灯
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「食欲の秋」にふさわしくおいしい食べ物に「食欲の秋」にふさわしくおいしい食べ物に
あふれる 10月の聖籠町。こども達は様々なあふれる 10月の聖籠町。こども達は様々な
体験を通して、秋の味覚を満喫しました。体験を通して、秋の味覚を満喫しました。

おいしいワインは、おいしいぶどうからおいしいワインは、おいしいぶどうから
　10月 14 日（木）、亀代こども園の５歳児と保護
者、約７０人が二本松の髙橋巨峰園にて「聖籠ワイ
ン」の原料となる巨峰の収穫をお手伝いしました。
約８０キロの巨峰を摘み取り、がんばったごほうび
においしいぶどうをもらいました。

みんなで食べると、おいしいね！みんなで食べると、おいしいね！
　10月 18 日（月）、聖籠中学校の畑で、蓮野・蓮潟・亀代こども園の５歳児は５月に自分た
ちで植えたさつまいもの収穫をしました。
　子どもたちは大きく育ったいもを、草取り等お世話をしてくれた蓮潟集落の老人クラブの
方々やお家の方にも手伝ってもらい、次々と掘り出し、その後各園で焼きいも会を開き、熱々
の焼いもをいただきました。

おいしいおいしい秋秋、、
　　　み～つけた　　　み～つけた
おいしいおいしい秋秋、、
　　　み～つけた　　　み～つけた
おいしいおいしい秋秋、、
　　　み～つけた　　　み～つけた
おいしいおいしい秋、
　　　み～つけた　　　み～つけた
おいしいおいしい秋、
　　　み～つけた　　　み～つけた
おいしい秋、
　　　み～つけた

これが
できるよ！




